
全熱交換器の国際規格（ISO 16494）の制定（2014年）に伴い、JIS規格（JIS B 8628)も2017年12月に

改正されました。

今回の改正では、風量、有効換気量、熱交換効率の測定条件が細かく制定されています。

JIS B 8628　（全熱交換器）の改定について

No.033 □ 機器 □ ダクト □ 配管 ■ 換気
□ 排煙 □ ⾃動制御 □ 他



メーカー各社のカタログに記載の風量については、内部漏れ及び外部漏れによる移行空気を含んだ

室内に吹き出す給気量（SA）となるので、厳密な外気導入量（OA）が必要な場合には有効換気量率を

考慮した風量の検討が必要です。

※出典：一般社団法人　日本冷凍空調工業会　「全熱交換器のJISの概要」

https://www.jraia.or.jp/product/exchanger/jis.html
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Ⓑ外部漏れ
製品外から内（内から外）への空気漏れ

Ⓐ内部漏れ
製品内での排気から給気への空気漏れ


